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アル・アクサ洪水第６７３日目：ガザの子どもたちが飢餓に直面する中、抵抗運動がイス
ラエルの占領計画を阻害している。 
 Palestine Chronicle，２０２５年８月８日、脇浜義明訳 

イスラエルは飢餓をガザでのパレスチナ人に対する戦争の武器として使い続けている。(Photo: via QNN) 

 

主要事項 

 ＊ネタニヤフ首相はガザ回廊再占領計画を提起した。パレスチナ抵抗勢力は多くの戦線で軍事侵攻に抵抗し続けている。

イスラエル国指導部内で意見対立が深まっている。 

 ＊ガザの人道危機は悪化の一途。子どもが飢餓で死亡、家族は強制移住を余儀なくされ、救援物資の流入は全く不十分。 

 ＊ガザのパレスチナ保健省によれば、２０２３年１０月７日以降の死者数は６１，３３０人、負傷者は１５２，３５９人

で、その多くは女性と子どもである。 

 

最新情報 

８月９日    １：１９am（パレスチナ時間） 

  ＊NBC：米議会で、最も親イスラエルの民主党議員たちがネタニヤフ首相への批判を高め始めた。ダン・ゴールドマン

議員が、ネタニヤフは個人的保身や政治的利益でイスラエル政治の決定や行動を行っていると非難したことがネットで流れ

ている。 

 ＊アル・ジャジーラ：今日、パレスチナ各派は、エジプト人にラファ・クロッシングへデモをかけ、援助物資搬入と封

鎖解除を求める圧力をかけてくれと呼びかけた。 

 ＊ 
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＊米国メディア：アメリカ系のユダヤ人ロビイ団体 J Street は次のように述べた。「アメリカ系のユダヤ人およびイスラ

エル支持者として、私たちはネタニヤフのガザ占領計画を非難する。救援団体は、ガザの占領が虐殺を悪化させると指摘し

ている。」 

＊アンサールッラ軍事部門報道官ヤヒヤ・サリー：アンサールッラはドローン３機をロッド空港とベエル・シェヴァと

アシュケロンの要地に向けて発射した。我らのシオニストに対する軍事行動は目的を達成した。我らの軍事行動はガザの

人々への宗教的・道徳的義務から発している。 

８月８日    １０：２９ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：ガザの病院筋の報告によれば、今日明け方からのイスラエルの攻撃による死者は３６人、その

うち２１人は援助物資配給を待っているときに殺害された。 

 ＊アル・ジャジーラ：世界食糧計画はガザ回廊北部、中部、南部の各クロッシングを通じて、少なくとも１日１００台の

援助物資トラックの緊急搬入を要求した。 

８月８日    ８：５８ｐｍ 

 ＊イスラエル・メディア：イスラエルのウェブサイト Walla は、イスラエル・カッツ国防大臣が、ガザで軍事作戦を展開

中の軍を増強するために、正式に４３０，０００人の予備役兵へ召集令状を発令したと報道した。 

 ＊アル・ジャジーラ：外交筋がアル・ジャジーラに語ったところによると、明日国連安保理は緊急会議を開いて、イスラ

エルのガザ回廊完全支配計画について協議する。 

 ＊アル・ジャジーラ： 外交筋がアル・ジャジーラに語ったところによると、米国はイスラエルのガザ回廊占領計画に関

する安保理緊急会議の開催を止めようと大きな圧力をかけている。 

 ＊イスラエル・メディア：ネタニヤフ首相はドイツのオラフ・ショルツ首相との電話会談で、ドイツ政府がイスラエルへ

の武器輸出を一時禁止したことに失望を表明した。 

 ＊アル・ジャジーラ：消息筋によると、英国、デンマーク、フランス、ギリシャ、スロベニアが、イスラエルのガザ回廊

完全占領計画が地域安定と人道状況に与える影響に関して国際的憂慮と警告が高まっているのを受け、イスラエルの計画に

関する緊急安保理会議開催を正式に要請した。 

 ＊ネタニヤフ：「我々はガザを占領するのではない。ガザをハマス支配から解放するのだ。ガザを非武装化し、平和的な

民政 ――ＰＡ（自治政府）やハマスや、いかなるテロ組織ともつながらない民政を樹立するのだ。」 

８月８日    ６：０７ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：欧州理事会のアントニオ・コスタ議長は、イスラエルのガザ市占領計画は悪化する人道状況の中で

危険な動きだとして、イスラエル政府にその決定を再考することを求めた。 

 ＊CNN：近頃のイスラエル閣僚会議は厳しい緊張に包まれ、数人の大臣がエヤル・ザミール参謀総長に怒鳴りつけてい

る。 

 ＊アル・ジャジーラ：英国のデービッド・ラミー外相は、ガザと中東の情勢、及びウクライナ戦争について協議するため

に、J.D.ヴァンス米副大統領と会談すると発表した。ヴァンス副大統領は、この会談は地域的緊張、とくにガザと東欧にお

ける緊張の高まりについて話し合うことになるだろうと言った。 

８月８日    ４：００ｐｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍参謀総長は、数日のうちに、兵士の安全を確保しながら軍事計画を練ると言った。軍

事作戦の目的は人質返還とハマスのガザ支配を排除する条件作りだと、彼は付言した。CNN は、ガザの包括的支配計画を

実現するには５か月かかるというイスラエル高官の言葉を報じている。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は、今日、エヤル・ザミール参謀総長が南部司令本部で戦略評価会議を開くと発表し

た。軍指導者は、ガザ回廊における軍事行動継続に関する計画の展開とその準備について協議した。 

 ＊イェディオト・アハロノト：イスラエル軍筋はイェディオト・アハロノトに対し、ガザの人道危機がイスラエル史上最

大の政治的津波を引き起こしていると言った。政治指導部は、ろくに検討もしていない行動を軍に要求し、軍を戦争犯罪で

告発される危険に追い込んでいる。軍指導部は、正規軍も予備役軍も疲労しきっていると、内部警告している、と語った。 
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 ＊アル・クッズ旅団：我々はガザ市のアットゥファーフ地区東のジャバル・アッスーラニ近くに集合していたイスラエル

軍部隊を砲撃した。 

 ＊ドイツ首相：我々はガザで使用される可能性がある軍事用品のイスラエルへの輸出を、追って通知するまで停止する決

定をした。まず停戦交渉で人質解放することを優先すべきである。私はガザの民間人の苦しみを深く憂慮している。イス

ラエル政府に西岸地区併合に向けた動きを取らないように要請する。 

８月８日    １２：５６ｐｍ 

 ＊カン：エヤル・ザミール参謀総長はイスラエル小閣議で、ガザ回廊を完全制覇するためには２００，０００人の予備役

兵の召集が必要だと言った。 

８月８日    １１：０１am 

 ＊レバノン・メディア：レバノン保健省はイスラエルの無人機が南レバノンのザハラーニを爆撃し、１人が死亡した。 

 ＊カン：エヤル・ザミール参謀総長は、ガザ市を占領支配する決定を受け、次のステップを協議するために上級司令官た

ちと会合を開く決心をした。 

 ＊国連：国連はイスラエルにガザを軍事統治する計画を破棄せよと要望、「我々はガザに関するイスラエル計画をやめる

ことを求める」という正式声明を出した。 

 ＊ハアレツ：情報筋によれば、ガザ戦争継続に関するネタニヤフ首相とザミール参謀総長の対立は前よりも深くなった。

報告によれば、参謀総長はガザ占領を「厄災」と断言し、彼の解任案が浮上している。 

 ＊アル・ジャジーラ：人質家族会は「政府は生存している人質に事実上の死刑宣告を下し、死亡した人質の永久失踪を宣

告した」という声明を出した。 

８月８日    １０：２１am 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル紙イェディオト・アハロノトによれば、エヤル・ザミール参謀総長は予備役部隊は疲労

困憊しており、長期的にガザを軍事支配するのは困難だと言った。 

 ＊アル・ジャジーラ：パレスチナ「抵抗委員会」は共同声明を出し、地球上のいかなる勢力も我々の武装解除はできない

と宣言した。抵抗委員会は、イスラエルが人質を取り戻すには交渉しかないと主張し、これまで２２か月にわたる武力行使

で人質を取り戻すことができなかったので、戦争拡大しても同じ結果になると言った。 

 ＊アクシオス：イスラエル高官は、ガザ占領計画の今の段階は、ガザ市に限定されると言った。ガザ市の住民を全部中部

のキャンプに移住させるのが目的で、ガザ市を包囲・封鎖し、ガザ市にいるハマス戦闘員を殲滅する作戦であると語った。 

 ＊イスラエル・メディア：閣議は、１０時間に及ぶ会議を経てネタニヤフ首相のガザ回廊占領提案を承認した。アクシオ

スは、侵攻計画が決定されたと報道した。 

 ＊FAO：国連食糧農業機関（FAO)は、ガザ回廊の農地の８６％以上が破壊され、被害を受けておらず耕作可能な農地は

わずか１．５％しかないと発表した。ラファ、ガザ回廊北部、ガザ市の農地は使い物にならない。 

 ＊アル・ジャジーラ：今日公開されたビデオ映像では、イスラエル検問所を通ってガザに入ろうとしている援助物資トラ

ックを、イスラエルが道路封鎖して妨害しているシーンが映っている。 

８月７日    １０：５４ｐｍ 

 ＊クッズ・ニュース：ハマスの幹部オサマ・ハムデンは、ネタニヤフのガザ占領という発言に基づいてガザに設立される

勢力は「イスラエルとつながる占領軍」と見做すと宣言した。 

８月７日    １０：４２ｐｍ 

 ＊チャンネル１３：エヤル・ザミール参謀総長はガザ市へ侵攻してインフラを攻撃することは人道的破壊となると言っ

た。彼は、ガザ占領は人質の命を危険にさらし、兵士の戦死が多くなると言った。 

 ＊カン：ネタニヤフ首相は限定的ガザ占領計画を提案したが、極右閣僚たちは完全占領を提起している。ネタニヤフとエ

ヤル・ザミール参謀総長の間では、ガザ市包囲から始める段階的占領の実施という形で相互了解が成立したと伝えられる。 

 ＊ハマス声明：ネタニヤフ発言は交渉軌道を逆戻りするものであり、合意が間近であったにも関わらず彼が代表団を引き

揚げた理由が明らかになった。彼は自己保身とイデオロギーのために戦争を拡大して人質を放棄しようとしている。彼が計
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画しているのは、ジェノサイドと強制移住の継続と、新たなガザ支配の押し付けである。ガザは占領に屈することはない。

ネタニヤフの戦争エスカレートは容易には進まず、その代償は大きくなるであろう。 

 


